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第
十
三
条
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

第
二
条
第
二
項
第
二
十
八
号
ロ
に
掲
げ
る
安
全
設
備
は
、
二
以
上
の
原
子
力
施
設
に
お
い
て
共
用
し
、
又
は

相
互
に
接
続
す
る
も
の
で
あ
つ
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
の
安
全
を
確
保
す
る
上
で

支
障
が
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

二

第
二
条
第
二
項
第
二
十
八
号
ロ
に
掲
げ
る
安
全
設
備
は
、
当
該
安
全
設
備
を
構
成
す
る
機
械
又
は
器
具
の
単

一
故
障
（
試
験
炉
許
可
基
準
規
則
第
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
単
一
故
障
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）が
発
生
し

た
場
合
で
あ
つ
て
、
外
部
電
源
が
利
用
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
も
機
能
で
き
る
よ
う
、
当
該
系
統
を
構
成
す

る
機
械
又
は
器
具
の
機
能
、
構
造
及
び
動
作
原
理
を
考
慮
し
て
、
多
重
性
又
は
多
様
性
を
確
保
し
、
及
び
独
立

性
を
確
保
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
原
子
炉
格
納
容
器
そ
の
他
多
重
性
、
多
様
性
及
び
独
立
性
を
有
す
る
こ
と
な

く
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
の
安
全
を
確
保
す
る
機
能
を
維
持
し
得
る
設
備
に
あ
つ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

三

安
全
設
備
は
、
設
計
基
準
事
故
時
及
び
当
該
事
故
に
至
る
ま
で
の
間
に
想
定
さ
れ
る
全
て
の
環
境
条
件
に
お

い
て
、
そ
の
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

四

火
災
に
よ
り
損
傷
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
。

イ

火
災
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
に
可
能
な
限
り
不
燃
性
又
は
難
燃
性
の
材
料
を
使
用
す
る
こ
と
。

ロ

必
要
に
応
じ
て
火
災
の
発
生
を
感
知
す
る
設
備
及
び
消
火
を
行
う
設
備
を
設
け
る
こ
と
。

ハ

火
災
の
影
響
を
軽
減
す
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
、
防
火
壁
の
設
置
そ
の
他
の
適
切
な
防
火
措
置
を
講
ず

る
こ
と
。

五

前
号
ロ
の
消
火
を
行
う
設
備
は
、
破
損
、
誤
作
動
又
は
誤
操
作
が
起
き
た
場
合
に
お
い
て
も
試
験
研
究
用
等

原
子
炉
を
安
全
に
停
止
さ
せ
る
た
め
の
機
能
を
損
な
わ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

六

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
、
ポ
ン
プ
そ
の
他
の
機
器
又
は
配
管
の
損
壊
に
伴
う
飛
散
物
に
よ
り
損
傷
を
受
け
、
試
験
研

究
用
等
原
子
炉
施
設
の
安
全
性
を
損
な
う
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
防
護
施
設
の
設
置
そ
の
他
の
適
切
な
損

傷
防
止
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

第
十
三
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
溢
水
に
よ
る
損
傷
の
防
止
）

第
十
三
条
の
二

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
が
、
当
該
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
内
に
お
け
る
溢
水
の
発
生
に

よ
り
そ
の
安
全
性
を
損
な
う
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
は
、
防
護
措
置
そ
の
他
の
適
切
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

２

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
が
、
当
該
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
内
の
放
射
性
物
質
を
含
む
液
体
を
内
包
す

る
容
器
又
は
配
管
の
破
損
に
よ
り
当
該
容
器
又
は
配
管
か
ら
放
射
性
物
質
を
含
む
液
体
が
あ
ふ
れ
出
る
お
そ
れ
が

あ
る
場
合
は
、
当
該
液
体
が
管
理
区
域
外
へ
漏
え
い
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
安
全
避
難
通
路
等
）

第
十
三
条
の
三

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
は
、
次
に
掲
げ
る
設
備
を
施
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

そ
の
位
置
を
明
確
か
つ
恒
久
的
に
表
示
す
る
こ
と
に
よ
り
容
易
に
識
別
で
き
る
安
全
避
難
通
路

二

照
明
用
の
電
源
が
喪
失
し
た
場
合
に
お
い
て
も
機
能
を
損
な
わ
な
い
避
難
用
の
照
明

三

設
計
基
準
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
用
い
る
照
明
（
前
号
の
避
難
用
の
照
明
を
除
く
。）及
び
そ
の
専
用
の
電

源
第
十
四
条
第
一
項
中
「
反
射
材
」
を
「
反
射
材
並
び
に
炉
心
支
持
構
造
物
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
反
射
材

は
、
自
重
、
最
高
使
用
圧
力
そ
の
他
の
荷
重
」
を
「
反
射
材
並
び
に
炉
心
支
持
構
造
物
は
、
最
高
使
用
圧
力
、自
重
、

附
加
荷
重
そ
の
他
の
燃
料
体
、
減
速
材
及
び
反
射
材
並
び
に
炉
心
支
持
構
造
物
に
加
わ
る
負
荷
」
に
改
め
、
同
条
第

三
項
中
「
こ
れ
ら
を
支
持
す
る
構
造
物
」
を
「
炉
心
支
持
構
造
物
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
の
二
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
熱
し
や
へ
い
材
」
を
「
熱
遮
蔽
材
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
第
三
号
中
「
除
去
し
う
る
も
の
」
を
「
除
去
す
る
こ
と
に
よ
り
燃
料
体
等
が
溶
融
し
な
い
も
の
」
に
改

め
、
同
条
第
四
号
中
「
取
扱
い
の
際
に
」
を
「
取
扱
中
に
」
に
改
め
、
同
条
第
五
号
中
「
取
扱
い
の
際
の
」
を
「
取

扱
中
に
お
け
る
」
に
改
め
、
同
条
第
七
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

七

燃
料
体
等
の
取
扱
中
に
燃
料
体
等
を
取
り
扱
う
た
め
の
動
力
の
供
給
が
停
止
し
た
場
合
に
、
燃
料
体
等
を
保

持
す
る
構
造
を
有
す
る
機
器
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
燃
料
体
等
の
落
下
を
防
止
で
き
る
こ
と
。

第
十
五
条
第
七
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

八

次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
燃
料
取
扱
場
所
の
放
射
線
量
及
び
温
度
を
測
定
で
き
る
設
備
を
備
え
る
も
の
で

あ
る
こ
と
。

イ

燃
料
取
扱
場
所
の
放
射
線
量
の
異
常
を
検
知
し
、及
び
警
報
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

崩
壊
熱
を
除
去
す
る
機
能
の
喪
失
を
検
知
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
燃
料
取
扱
場
所
の
温
度
の
異
常

を
検
知
し
、
及
び
警
報
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

第
十
六
条
第
一
項
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

燃
料
体
等
を
貯
蔵
す
る
こ
と
が
で
き
る
容
量
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

第
十
六
条
第
一
項
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
燃
料
取
扱
場
所
の
放
射
線
量
及
び
温
度
を
測
定
で
き
る
設
備
を
備
え
る
も
の
で

あ
る
こ
と
。

イ

燃
料
取
扱
場
所
の
放
射
線
量
の
異
常
を
検
知
し
、及
び
警
報
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

崩
壊
熱
を
除
去
す
る
機
能
の
喪
失
を
検
知
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
燃
料
取
扱
場
所
の
温
度
の
異
常

を
検
知
し
、
及
び
警
報
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

第
十
六
条
第
二
項
中
「
高
放
射
性
の
燃
料
体
等
を
貯
蔵
す
る
」
を
「
高
放
射
性
の
燃
料
体
を
貯
蔵
す
る
」に
改
め
、

同
項
第
一
号
中
「
燃
料
体
等
」
を
「
使
用
済
燃
料
そ
の
他
高
放
射
性
の
燃
料
体
」
に
、「
し
う
る
」
を
「
し
得
る
」
に

改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
高
放
射
性
の
燃
料
体
等
」
を
「
高
放
射
性
の
燃
料
体
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
液
体
の
漏

え
い
」
を
「
液
位
を
測
定
で
き
、
か
つ
、
液
体
の
漏
え
い
そ
の
他
の
異
常
」
に
、「
し
う
る
」
を
「
し
得
る
」に
改
め
、

同
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
一
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

二

使
用
済
燃
料
そ
の
他
高
放
射
性
の
燃
料
体
か
ら
の
放
射
線
に
対
し
て
適
切
な
遮
蔽
能
力
を
有
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
。

三

使
用
済
燃
料
そ
の
他
高
放
射
性
の
燃
料
体
の
崩
壊
熱
を
安
全
に
除
去
し
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

第
十
九
条
第
一
項
第
五
号
中
「
原
子
炉
停
止
時
」
を
「
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
停
止
時
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号

中
「
故
障
、
損
壊
等
」
を
「
損
壊
又
は
故
障
そ
の
他
の
異
常
」
に
改
め
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七

前
二
号
の
設
備
に
よ
り
除
去
さ
れ
た
熱
を
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
輸
送
す
る
こ
と
が
で
き
る
設
備

第
十
九
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
は
、
一
次
冷
却
系
統
設
備
か
ら
の
一
次
冷
却
材
の
漏
え
い
を
検
出
す
る
装
置
を

施
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
条
の
見
出
し
中
「
保
持
」
を
「
保
持
等
」
に
改
め
、
同
条
中
「
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
に
係
る
」を
削
り
、

「
故
障
、
損
壊
等
に
伴
う
温
度
の
変
化
そ
の
他
の
要
因
に
よ
る
荷
重
の
増
加
」
を
「
損
壊
又
は
故
障
そ
の
他
の
異
常

に
伴
う
温
度
の
変
化
に
よ
る
荷
重
の
増
加
そ
の
他
の
当
該
設
備
に
加
わ
る
負
荷
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加

え
る
。

２

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
の
う
ち
、
冠
水
維
持
設
備
を
設
け
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
前
項
に
掲
げ
る
も
の
の

ほ
か
、
原
子
炉
容
器
内
の
設
計
水
位
を
確
保
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
条
の
二
を
削
る
。

第
二
十
一
条
第
一
項
中「（
次
項
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）」を
削
り
、「
替
え
る
」
を
「
代
え
る
」
に
改
め
、
同

条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
は
、
設
計
基
準
事
故
が
発
生
し
た
場
合
の
状
況
を
把
握
し
、
及
び
対
策
を
講
ず

る
た
め
に
必
要
な
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
の
停
止
後
の
温
度
、
液
位
そ
の
他
の
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
の
状

態
を
示
す
事
項
（
以
下
「
パ
ラ
メ
ー
タ
」
と
い
う
。）を
、
設
計
基
準
事
故
時
に
想
定
さ
れ
る
環
境
下
に
お
い
て
、

十
分
な
測
定
範
囲
及
び
期
間
に
わ
た
り
監
視
及
び
記
録
で
き
る
設
備
を
施
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
一
条
第
三
項
を
削
り
、
同
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
警
報
装
置
）

第
二
十
一
条
の
二

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
は
、
そ
の
設
備
の
機
能
の
喪
失
、
誤
操
作
そ
の
他
の
要
因
に
よ

り
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
の
安
全
を
著
し
く
損
な
う
お
そ
れ
が
生
じ
た
と
き
、
第
二
十
七
条
第
一
号
の
放
射
性
物

質
の
濃
度
若
し
く
は
同
条
第
三
号
の
線
量
当
量
が
著
し
く
上
昇
し
た
と
き
又
は
液
体
状
の
放
射
性
廃
棄
物
を
廃
棄

す
る
設
備
か
ら
液
体
状
の
放
射
性
廃
棄
物
が
著
し
く
漏
え
い
す
る
お
そ
れ
が
生
じ
た
と
き
に
、
こ
れ
ら
を
確
実
に

検
知
し
て
速
や
か
に
警
報
す
る
装
置
を
施
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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